
Ⅳ 便利な「都」をつくる

～県土マネジメントを推進し、
効率的で便利な交通基盤をつくる～
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Ⅳ 便利な「都」をつくる １１ 道路整備

(３８) 京奈和自動車道等の整備

位置図

Ｒ４予算案 10,180,068千円 ［債務負担行為 265,000千円］

○関西大環状道路の形成による企業立地の促進、観光の振興及び救急

医療施設へのアクセス向上

［Ｒ４年度］ 用地買収、改良工事、橋梁下部工事

○関西大環状道路の形成による企業立地の促進、観光の振興及び救急

医療施設へのアクセス向上

［Ｒ４年度］ 改良工事、橋梁上下部工事

・（仮称）橿原JCT大阪方面接続ランプ 令和８年春開通予定

<Ｒ３．４ 国公表>

○京奈和自動車道（仮称）奈良ＩＣへのアクセス整備、鉄道高架化による

地域分断の解消、一体的なまちづくりの推進

［Ｒ４年度］ 鉄道高架化工事、本線部分の用地買収

大和北道路（大和郡山市横田町） 大和御所道路（橿原高田IC付近） （仮称）奈良IC・西九条佐保線（イメージ図）

【京奈和自動車道 大和北道路】 （2,831,000千円）

【京奈和自動車道 大和御所道路】 （3,280,000千円）

【西九条佐保線】 （4,069,068千円、Ｒ５債務負担行為 265,000千円）

＜問い合わせ先＞
県土マネジメント部 道路建設課 楠本主幹（内線４１３１） 50



Ⅳ 便利な「都」をつくる １１ 道路整備

(３９） 大和平野中心部の道路整備（国道163号・国道168号と周辺道路）

【国道163号 清滝生駒道路】 （国事業箇所）

（直轄負担金 600,000千円)

○ 奈良県北西部の府県間における東西ネット
ワークの強化
［Ｒ４年度］
用地買収、改良工事、橋梁下部工事

【国道163号】（仮称）下田原東ランプ（橋梁下部工事）

至 大阪

至 京都

【国道168号】三室交差点の改良工事完成状況【国道168号】王寺・香芝王寺道路の工事状況 【国道168号】小平尾バイパスの工事状況

Ｒ４予算案 3,772,550千円 ［債務負担行為 1,411,000千円］、Ｒ３・２月補正予算案 1,116,130千円

【国道168号 王寺道路、香芝王寺道路、小平尾バイパス】
（県事業箇所）

○ 奈良県北西部の南北軸となる道路における移動の円滑化
及び交通安全性の向上
［Ｒ４年度］

＜王寺道路＞道路拡幅工事

＜香芝王寺道路＞道路拡幅工事、電線共同溝工事、
用地買収

＜小平尾バイパス＞橋梁下部工事、用地買収

【国道25号 斑鳩バイパス】（国事業箇所）
（直轄負担金 105,000千円）

○ 西和地域の観光地や救急医療施設へのアクセス向上

［Ｒ４年度］ 用地買収

＜問い合わせ先＞
県土マネジメント部 道路建設課 大西主幹（内線４１４６）、楠本主幹（内４１３１）

（3,067,550千円、Ｒ５～Ｒ６債務負担行為 1 ,411,000千円、
Ｒ３・２月補正予算案 1,116,130千円）
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至 大和郡山市

至 枚方市
第二阪奈道路

枚方大和郡山線（中町工区）南側

北郡山工区（近鉄立体交差部完成イメージ）

天理王寺線（長楽工区）東側

Ⅳ 便利な「都」をつくる １１ 道路整備

(４０） 大和平野中心部の道路整備（大和中央道・阪奈道路結節点）

Ｒ４予算案 1,324,100千円 ［債務負担行為 240,000千円］、Ｒ３・２月補正予算案 23,100千円

【国道３０８号 宝来ランプ】
（84,000千円、Ｒ５債務負担行為 30,000千円）

○ 大宮道路高架部から第二阪奈道路への乗り
入れの確保によるアクセス性の向上

［Ｒ４年度］ 用地測量、橋梁詳細設計等

【大阪生駒線辻町インターチェンジ】(10,500千円)

○ フルIC化による交通混雑の緩和や地域
住民の利便性の向上

［Ｒ４年度］ 測量、予備設計

宝来ランプ（イメージ図）

【（都）城廻り線 北郡山工区、
結崎田原本線 結崎～三河工区、天理王寺線 長楽工区、

枚方大和郡山線 中町工区】

○大和平野中央部の南北軸及び東西軸となる道路におけ
る移動の円滑化や交通安全性の向上

［Ｒ４年度］
＜（都）城廻り線 北郡山工区＞ 踏切道立体交差化工事
＜結崎田原本線 結崎～三河工区＞

道路拡幅工事、用地買収

＜天理王寺線 長楽工区＞ 用地買収、擁壁工事

＜枚方大和郡山線 中町工区＞ 用地買収

＜問い合わせ先＞
県土マネジメント部 道路建設課 大西主幹（内線４１４６）

（1,229,600千円、Ｒ５債務負担行為 210,000千円、
Ｒ３・２月補正予算案 23,100千円）
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Ⅳ 便利な「都」をつくる １１ 道路整備

(４１） アンカールート国道１６８号の整備

Ｒ４予算案 2,496,550千円 ［債務負担行為 1,270,000千円］、Ｒ３・２月補正予算案 367,500千円

阪本工区・（仮称）新阪本橋

至十津川村

五條市生子町～釜窪町（調査路線）

【新天辻工区・阪本工区】 （県事業箇所）
（1,271,550千円、Ｒ５～Ｒ６債務負担行為 1,250,000千円

Ｒ３・２月補正予算案 367,500千円）

○ 線形不良区間と冬期の最大難所の回避による走行性の向上
及び安全・安心の確保

［Ｒ４年度］
＜新天辻工区＞法面工事、仮設工事

＜阪本工区＞トンネル工事

【長殿道路、風屋川津・宇宮原工区、十津川道路（Ⅱ期） 】（国事業箇所）
（直轄負担金1,050,000千円）

○ 崩土等による通行止めのリスク低減と線形不良及び狭隘区間
の解消による、安全・安心の確保

［Ｒ４年度］
＜長殿道路＞用地買収、橋梁上下部工事

＜風屋川津・宇宮原工区＞用地買収、橋梁下部工事

＜十津川道路（Ⅱ期） ＞調査設計

【五條市生子町～釜窪町】 （調査路線） （県事業箇所）
（175,000千円、Ｒ５債務負担行為 20,000千円）

○ 京奈和自動車道五條西ＩＣから防災拠点を経由して国道168号
に接続する道路の検討

［Ｒ４年度］
測量・調査・設計、都市計画手続き

風屋川津工区（仮称）１号橋（橋梁下部工事）

至五條市

＜問い合わせ先＞
県土マネジメント部 道路建設課
大西主幹（内線４１４６）、楠本主幹（内線４１３１）、松田主幹（内４１４１）

（仮称）阪本トンネル

至 五條市

至 新宮市
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高取バイパス

【御所高取バイパス、高取バイパス】 （県事業箇所）

（522,900千円、Ｒ５～Ｒ６債務負担行為 680,000千円、Ｒ３・２月補正予算案 204,640千円）

○ 京奈和自動車道御所ICと南和地域を結び、地域活性化や観光振興の支援

［Ｒ４年度］
＜御所高取バイパス＞道路設計、用地測量

＜高取バイパス＞橋梁工事

【伯母峯峠道路】 （国事業箇所） （直轄負担金 630,000千円）

○ 大型車両との離合が困難な新伯母峯トンネルの回避による、安全・安心の確保

［Ｒ４年度］
用地買収、トンネル残土処分地整備

【下北山村前鬼～音枝】 （調査路線） （県事業箇所） （60,000千円、Ｒ５債務負担行為 53,000千円）

○ 大型車の対向が困難な線形不良区間における道路の検討

［Ｒ４年度］

道路予備設計

Ⅳ 便利な「都」をつくる １１ 道路整備

(４２） アンカールート国道１６９号の整備

Ｒ４予算案 1,212,900千円 ［債務負担行為 733,000千円］、Ｒ３・２月補正予算案 204,640千円

伯母峯峠道路（仮称）２号橋
（橋梁下部工工事）

前鬼～音枝
（急カーブ、狭隘箇所）

至 御所市

至 大淀町

A1橋台

A2橋台至

熊
野
市

至

吉
野
町

＜問い合わせ先＞
県土マネジメント部 道路建設課 大西主幹（内線４１４６）、楠本主幹（内線４１３１）、松田主幹（内線４１４１） 54



Ⅳ 便利な「都」をつくる １１ 道路整備

(４３) 大和平野東部の道路整備

【桜井吉野線 百市工区、 国道369号 香酔峠工区】

（313,950千円、Ｒ５債務負担行為 200,000千円、Ｒ３・２月補正予算案 76,556千円）

○ 県中和地域と吉野地域を結び、観光振興や地域産業の支援

［Ｒ４年度］ 橋梁工事

百市工区（橋梁上部工事）

香酔峠工区（法面工事）

桜井都祁線 白河～川上

Ｒ４予算案 323,950千円 ［債務負担行為 200,000千円］、Ｒ３・２月補正予算案 76,556千円

＜問い合わせ先＞ 県土マネジメント部
道路建設課 大西主幹（内線４１４６）、松田主幹（内線４１４１）

百市工区（部分供用状況）

【桜井都祁線 白河～川上】（調査路線） （10,000千円）

○沿線での工業団地の創出及び長谷寺門前地区のまちづくり

を支援する道路の検討

［Ｒ４年度］ 地質調査、道路設計

香酔峠工区（法面工事）

至 奈良市

至宇陀市街

初瀬ダム
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Ⅳ 便利な「都」をつくる １１ 道路整備

(４４) 道路の維持管理の計画化・体系化

Ｒ４予算案 11,067,343千円、［債務負担行為 3,787,360千円]、Ｒ３・２月補正予算案 3,447,987千円

道路の舗装補修

トンネル点検

１．道路施設の老朽化対策

２．道路構造物（橋梁、トンネル等）の点検・診断

３．道路の舗装補修

４．道路法面の防災対策

５．道路施設の維持管理

＜問い合わせ先＞ 県土マネジメント部 道路保全課 辻井主幹（内線４１５２）

○道路構造物の長寿命化を目的とした補修・修繕

（橋梁、トンネル、大型構造物等）

○近接目視により五年に一回の頻度で点検・診断

○効率化、高度化、省力化を図る新技術の活用

○舗装の点検結果情報、補修履歴、舗装構成等を舗装管理データベースシステムで

一元管理

○本庁で集約したデータに基づく客観的指標を用いた計画的な補修工事

○崩落等の兆候、法面の危険度、路線の重要度を総合的に判断した

優先箇所の防災対策

○舗装道、道路構造物、交通安全施設等の維持工事

○除草、道路清掃、雪寒対策

○県管理道路の包括的な維持管理等

（4,537,100千円、 Ｒ５債務負担行為 1,240,820千円 、Ｒ３・２月補正予算案 1,464,740千円）

（693,000千円、Ｒ５債務負担行為 754,740千円）

（1,072,751千円、Ｒ５債務負担行為 102,750千円 、R３・２月補正予算案 1,138,782千円）

（1,913,003千円、 Ｒ５～７債務負担行為 1,689,050千円 、R３・２月補正予算案 844,465千円）

（2,851,489千円）
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Ⅳ 便利な「都」をつくる １１ 道路整備

（４５） 奈良県の新しい道路整備の仕組

Ｒ４予算案 15,323,187千円 ［債務負担行為 6,570,000千円］、Ｒ３・２月補正予算案 2,600,018千円

奈良県道路整備基本計画の概要（令和元年１０月改定）

「選択と集中」の深化と道路整備の体系化

連携・協働と説明責任
契約・許認可の適正
確保と品質向上

骨格幹線道路ネットワークの形成

奈良県経済の進展に対応した目的志向の道路整備の推進

企業立地を支援する道路整備の推進

観光振興に資する道路整備の推進

まちづくりに資する道路整備の推進

・県土の骨格を形成すべき、特に重要な路線網を「骨格幹線道路
ネットワーク」と位置づけ、その重点的な整備を推進

・道路整備の３つの目的を定め、効率的かつ効果的な道路整備

を推進

・大規模自然災害の増加や社会資本の老朽化などへの対応を強

化し、 道路の安全・安心の確保の取組を推進

安全・安心を支える道路整備の推進

・「選択と集中」を深化させ、道路整備を体系的に進める取組として、

評価実施プロセスの徹底や、予算・事業マネジメントにより効率的

に事業を推進

・関係機関との関係のあり方や、県民への説明責任を重視しながら、

道路整備を推進

「選択と集中」に基づく
予算・事業マネジメント

段階に応じた評価の実施

市町村等の関係
機関との連携・協働

説明責任の重視
契約手続・許認可事務
の適正確保

Ⅰ．整備すべき道路のあり方 －何のために・どのような－ Ⅱ．道路整備の進め方 －どのように－

・国道168号（五條市生子町～釜窪町）
・国道169号（前鬼～音枝） ほか

・国道168号 小平尾バイパス、王寺道路、香芝王寺道路、新天辻工区、阪本工区
・国道169号 御所高取バイパス、高取バイパス
・国道308号（宝来ランプ）
・大阪生駒線（辻町インターチェンジ）
・枚方大和郡山線、天理王寺線、桜井吉野線、高野天川線、結崎田原本線
・赤滝五條線、奈良橿原線、西九条佐保線、JR関西本線（高架化）、大安寺柏木線
・城廻り線、元町畠田線、畝傍駅前通り線 ほか

１．道路・街路の整備 （14,944,187千円、Ｒ５～Ｒ６債務負担行為 6,497,000千円、
Ｒ３・２月補正予算案 2,600,018千円）

２．道路整備の必要性等の調査 （379,000千円、Ｒ５債務負担行為 73,000千円）

国道169号 前鬼～音枝 （調査路線）

国道168号 阪本工区

＜問い合わせ先＞ 県土マネジメント部 道路建設課 松田主幹（内線４１４１） 57



・大規模な事業用地の取得案件等を対象に、鑑定価格の妥当性について、有識者から
意見を聴取
【有識者】 不動産鑑定士、学識経験者
・高額案件等を対象に、公共用地の損失補償に関する考え方や補償内容の妥当性に
ついて、有識者から意見を聴取
【有識者】 弁護士、不動産鑑定士、一級建築士（補償業務管理士）

主要プロジェクトの完成目標にあわせ、各事業箇所について、土地収用法に基づく事業
認定手続きを標準化し、計画的に用地を取得

用地買収体制の強化と用地担当職員個々の資質向上に取り組むとともに、用地担当
職員のモチベーションを上げる仕組みの検討

Ｒ４年度の取組 （1,863千円）
道路事業の用地買収・用地補償を円滑に進められるよう、新規事業化から用地買収
までのプロセスと用地取得が困難な場合の対応を明確化

○県土形成、地域振興等の
目的に対する行政機関の
取組状況や道路整備によ
る目的貢献度を確認し、
道路整備の必要性を調査

必要性の調査

○道路
・用地買収の難易度の判断
・市町村によるまちづくり等の関連事業
の実現可能性の判断
・財政状況の判断
・事業手法の判断

優先度の判定

新
規
事
業
化

Ｒ４予算案 1,863千円

１．新規事業化における評価基準の充実と評価実施プロセスの徹底

２．用地費・補償金算定における適正性の確保

３．事業認定手続きを標準化

４．用地買収体制の強化等

＜問い合わせ先＞
県土マネジメント部 企画管理室 大久保主幹（内線４１２３）

用地対策課 福永課長補佐（内線４２５２）

Ⅳ 便利な「都」をつくる １１ 道路整備

（４６） 円滑な用地買収・用地補償
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Ｒ４予算案 70,000千円

Ⅳ 便利な「都」をつくる １２ 鉄道整備

（４７） 近鉄西大寺駅の高架化・近鉄奈良線の移設

○平成２９年４月に、県、奈良市、鉄道事業者で協定を締結し、
・大和西大寺駅周辺の鉄道と道路との立体交差化に関すること

・平城宮跡からの近鉄奈良線の移設案に関すること 等について三者で検討

○令和３年３月に、県、奈良市、鉄道事業者の３者において大和西大寺駅の高架化、平城宮跡から
近鉄奈良線の移設という改良方法を記載した踏切道改良計画を策定し、国土交通省に提出

○上記踏切道改良計画に基づき、計画の詳細について、奈良県、奈良市、鉄道事業者で協議
連続立体交差事業の認可に向けて都市計画決定に必要な調査を実施
・鉄道基本設計
・関連道路の検討 等

＜踏切道改良計画に記載した大和西大寺駅高架化・近鉄奈良線移設事業の内容＞

連続立体交差事業を想定

（１）現状

（２）Ｒ４年度 （70,000千円）

○現在、奈良県、奈良市、近畿日本鉄道株

式会社及び国による検討会において、鉄

道の線形や新駅の設置等について、検討

を行っているところ。

<問い合わせ先>
県土マネジメント部 まちづくりプロジェクト推進課 植田主幹（内線４３２４） 59



Ⅳ 便利な「都」をつくる １２ 鉄道整備

（４８） ＪＲ新駅の設置と鉄道高架化

Ｒ４予算案 4,074,568千円 ［債務負担行為 265,000千円]

八条・大安寺地区において、京奈和自動車道（仮称）奈良インターチェンジとＪＲ関西本線新駅を核と

した、地域資源を活用した魅力あるまちづくりに取り組むとともに、鉄道の高架化と新駅の設置により、

県内初のインターチェンジと鉄道駅の結節による周遊性を向上

位置図 ＪＲ関西本線高架化イメージ（（仮称）奈良ＩＣ周辺部）

（仮称）奈良インターチェンジから奈良市中心市街地部を結ぶ西九条佐保線、ＪＲ関西本線等の整備
（4,069,068千円 、Ｒ５債務負担行為 265,000千円）

[Ｒ４年度] 鉄道高架化工事
用地買収等
奈良市が実施するＪＲ新駅西口駅前広場整備への補助

奈良市八条・大安寺周辺地区における最先端の技術を活用したまちづくりに向けた検討 （5,500千円）

①（仮称）奈良インターチェンジ周辺の整備

②奈良市八条・大安寺周辺地区まちづくりの推進

＜問い合わせ先＞ 県土マネジメント部 ①道路建設課 楠本主幹（内線４１３１）
②まちづくりプロジェクト推進課 植田主幹（内線４３２４） 60



Ⅳ 便利な「都」をつくる １２ 鉄道整備

（４９） リニア中央新幹線「奈良市附近駅」の早期確定と関西国際空港接続線

Ｒ４予算案 25,000千円

○「奈良市附近駅」の候補地として３市が提案している５箇所につき、想定ルート等に関する

調査・検討を引き続き実施

リニア中央新幹線ルート概念図

■リニア中央新幹線「奈良市附近駅」の候補地として３市が提案している箇所

奈 良 市

大和郡山市

生 駒 市

・郊外型候補地 （ＪＲ平城山駅周辺）

・関西文化学術研究都市 高山地区第２工区

・市街地型候補地 （ＪＲ奈良駅及び近鉄奈良駅周辺）

・ＪＲ新駅周辺候補地 （八条・大安寺地区周辺）

・ＪＲ大和路線と近鉄橿原線が交差する場所

１．リニア中央新幹線の想定ルートに関する調査・検討

２．リニア中央新幹線・関西国際空港接続線に関する調査・検討

○リニア中央新幹線「奈良市附近駅」の開業を１５年後（令和１９年）に控え、本構想の具体化に向け、

新線建設と在来線改良の組み合せ方式等に関する調査・検討を引き続き実施

（在来線活性化や事業費低減等の観点から、できる限り在来線を活用）

リニア中央新幹線・関西国際空港接続線構想

＜問い合わせ先＞
県土マネジメント部 リニア推進・地域交通対策課 植田主幹（内線４３２４）

※近畿地方整備局道路網図を基に奈良県で作成

整備費：１，９００億円程度
（車両調達費等は含まない）

※整備新幹線や過去の在来線改良事例を
基に試算
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Ⅳ 便利な「都」をつくる １３ バス輸送環境整備

（５０） 路線バス輸送サービスの改善とバス停アメニティの向上

Ｒ４予算案 265,236千円

①地域の多様な関係者が参画する「エリア公共交通検討会議」において、鉄道、タクシー、デマンド

交通といった他交通モードや、施設バス、自家用有償旅客運送、助け合い運送等の多様な

交通サービスと連携し、地域に最適な交通体系の構築に向けた取組を支援

②南部東部を中心とする広域路線バス・市町村連携コミュニティバスの運行に対し補助

○上屋・ベンチの設置、多言語案内標識、運行情報表示装置の整備

といった高機能化に併せ、公共交通利用者へのインセンティブ

付与等の地域の施設と連携した利用促進策を実施

① 自動運転やMaaS（Mobility as a Service）（※）の導入を想定し、

デジタル技術を活用した交通サービスの実証実験等に向けた
検討を実施

※出発地から目的地まで複数の交通モードの経路検索・予約・決済を一体として提供するサービス

・県内において市街地と中山間地域の２地域程度を予定

・自動運転バスやAIを活用したオンデマンド交通などの運行に向けた実施計画の検討 等

② 地図アプリケーション等でコミュニティバスの運行情報を経路
検索できるよう、国が定める標準的なバス情報フォーマット(GTFS)

により、データ化を実施

路線バス、コミュニティバスが乗り入れる
商業施設隣接バス停の改良

マ ー ス

１．広域バス路線の維持・充実を図る取組の強化 （212,136千円）

２．バス停の高機能化や周辺施設との連携 （8,100千円）

３．デジタル技術の活用によるサービス向上 （45,000千円）

地図アプリケーションでの経路検索の
表示イメージ

＜問い合わせ先＞
県土マネジメント部 リニア推進・地域交通対策課／まちづくりプロジェクト推進課 津田課長補佐（内線４１６４） 62


